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めの総合的な努力が払われている｡ たとえば,1966年北米の WCAMA 委員会1) (WestCoast
AdhesivesManufacturersAssociationTechnicalCommittee)では,フェノール樹脂を結合
剤とするパーティクルボー ドの劣化促進試験として,従来は上記 ASTM D-1037を採用して
いたが,種々検討の結果 (3)の凍結処理,(4)のステイ- ミソグ処理が接着力や厚さの膨張に
影響がなく,耐候性の決定には煮沸と乾燥による膨張収縮の繰返しで十分であることを認め
(D 18-30oCの水中浸漬 (26-28′水銀柱減圧) 0.5hr
(2) 煮沸 3hr
(3) 103oCの熱気乾燥 20hr
なる1サイクル 1日の処理を6回繰返し合計 6日間の新劣化促進試験法を提案 しているが,こ
の促進試験は3年のフイ-ル ド試験に相当することが確認されているO 第 1表 は ASTM と
第1表 ASTM とWCAMAによる劣化促進試験結果の比較 (5/8'′ボード)
ASTM 2 WCAMA
試 験 前 比 重
試 験 後 比 重
0.725
0.582(80.3%)
曲 げ 破 壊 係 数 psi t 1397 (64･8%)



































































また,松本5)によると厚さ約 4mm,3プライ, フェノール ･レゾルシノール樹脂接着剤の
ラワン合板を6年間屋外にぱく露した時の材質の劣化は第2表のごとくである｡
第2表 屋外ぱく露6年後の強度劣化 (対照試片に対する百分率)
曲 げ 弾 性係数
合板の種類 : 試 験 方 向
00 450 900
引 張 強 度
試 験 方 向
00 450 900






























































防フ剤 :クレオソート･コールタ ルー 80･.20
年 Florida州 EastTemper附近を流れる Palm riverにかけられた AtlanticCoastLine











































KREUGER12)が Douglasfirの外装用合板 (3/4′厚,5プライ)と素材 をフェノ-ル ･レゾ
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木 材 研 究 第47号 (1969)
の弦材を突合せた両側にスプライスを接合した引張試験片および曲げ試験片を作り,前者には
固定荷重 20plfが加わる 28′spanrafterに相当する引張荷重を,後者には uniform ceiL
ingload10plfに相当する曲げ荷重を加えたまま
32oC,95% (EMC20%) 7日間

























(ii) 強度劣化 :Tensionshearの強度劣化は0-16%, 曲げ強度の低下は10-30%でいず
れも,弦材の初期含水率が高いほど低下が大きいが,それでも設計値の4倍はあった｡
釘の腐蝕は1時的に保持力をますから,荷重が小さい間は釘の 1ateralresistanceが支配す










が,DoyLE14)が フェノール ･レゾル シノ
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